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１  いじ めの防止等に対する 基本的な考え方 

 

（ １ ） いじ め防止対策推進法制定の意義 

 

 いじ めは、 いじ めを受けた子ども たちの教育を受ける 権利を著し く 侵害し その心身の健全な成

長及び人格の形成に重大な影響を与える のみなら ず、 その生命又は身体に重大な危険を生じ さ せ

る おそれがある も のである 。 し たがって、 いじ め問題への対応は喫緊の重要課題と し て、 こ れま

でも 国や各地域、 学校において様々な取組が行われてき た。 つま り 、 いじ めの問題は、 学校を含

めた社会全体に関する 国民的な課題であり 、 社会総がかり でいじ めの問題に対峙する ために基本

的な理念や体制を整備する こ と が必要である こ と から 、平成２ ５ 年６ 月、「 いじ め防止対策推進法」

（ 以下「 法」 と いう 。） が成立し た。  

 ま た、 いじ めから 一人でも 多く の子ども たちを救う ために、 子ども たちを取り 囲む大人一人一

人が、「 いじ めは絶対に許さ れない」、「 いじ めは卑怯な行為である 」、 いじ めはどの子ども にも 、

どの学校でも 、 起こ り う る 」 と の意識を持つこ と が必要である 。 さ ら に、 それぞれの役割と 責任

を自覚し なければなら ない。  

 

（ ２ ） 学校いじ め防止基本方針 

 

① 目的 

 

  法制定の意義や、 国及び福岡県及び直方市の基本方針を参考に、 学校においても 、 法を踏ま

えた対策が、 総合的かつ効果的に推進さ れる よ う にする ため、 国及び福岡県及び直方市の方針

に沿って「 学校いじ め防止基本方針（ 以下『 学校基本方針』 と いう 。）」 を策定する こ と で、 いじ

め問題への取組の一層の強化を図る 。  

 

 ② いじ めの定義と 解釈 

 【 いじ め防止対策推進法によ る いじ めの定義】  

１   「 いじ め」 と は、 児童等に対し て、 当該児童等が在籍する 学校に在籍し ている 等当

該児童等と 一定の人的関係にある 他の児童等が行う 心理的又は物理的な影響を与

える 行為（ イ ンタ ーネッ ト を通じ て行われる も のを含む。） であって、 当該行為の

対象と なった児童等が心身の苦痛を感じ ている も のをいう 。  

   ※ただし 、 心身の苦痛を感じ ない者等がいる こ と を理解し 、 適切に対応する 。  

２   こ の法律において「 学校」 と は、 学校教育法（ 昭和二十二年法律第二十六号）  

    第一条に規定する 小学校、 中学校、 高等学校、 中等教育学校及び特別支援学校 

    （ 幼稚部を除く 。） をいう 。  

３   こ の法律において「 児童等」 と は、 学校に在籍する 児童又は生徒をいう 。  

４   こ の法律において「 保護者」 と は、 親権を行う 者（ 親権を行う 者のないと き は、 未

成年後見人） をいう 。  

 

 ③ いじ めの防止等に関する 基本的な考え方 

 

  国の方針における いじ め防止等に関する 基本的な考え方を踏ま え、 いじ めの防止等に関し て

は、 いじ めを生ま ない教育活動の推進、 いじ めの早期発見と 取組の充実、 早期対応と 継続的指

導の充実、 地域・ 家庭と の積極的連携、 関係機関と の密接な連携を継続的に図っていく 。  
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２  いじ めの防止等の対策 

 

（ １ ） 学校いじ め防止等の組織の設置 

 

 ① 直方南小学校における いじ め防止等の対策のための組織 

 

  関係機関等と の連携や支援、 調査の実施等いじ め問題への対処を一層強化する ため、 福岡県

及び直方市と の対策組織と 連携する 「 直方南小学校いじ め防止対策委員会（ 以下『 いじ め対策

委員会』 と いう 。） を設置する 。  

 ＜生徒指導・ いじ め対策委員会＞ 

  【 校長、 教頭、 教務、 生徒指導担当、 養護教諭、 該当学年担任】 で構成する 。  

  ※毎月一回開催する 。（ 毎月第１ 火曜日 1 6 時）  

  ※ 必要な場合はス ク ールカウ ンセラ ー、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー等を加えて構成し 、

直方警察署や飯塚サポート センタ ーと 連携を図る 。  

  ※ 必要に応じ て臨時に開催する 。  

 

 ② 取組状況の評価と 検証 

 

  学校基本方針に基づく 学校のいじ め問題への取組状況を評価する と と も に、「 いじ め対策委員

会」 において、 いじ め問題への効果的な対策が講じ ら れている かど う かを検証し 、 検証の結果

を指導の改善に生かすよ う に努める 。（ いじ めアンケート の実施と Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ル）  

 

 ③ 関係機関と の連携 

 

  直方市いじ め問題対策連絡協議会、 直方市いじ め問題専門委員会と の連携を行う 。  

 

（ ２ ） いじ め防止のための取組 

 

 ① いじ めを生まない教育活動の推進 

  ○ 児童の発達段階に応じ て、 生命に対する 畏敬の念を培う と と も に、 生命尊重や思いやり

の心を育てる 。  

  ○ いじ めの問題をはじ め学級の諸問題を児童の力で解決し ていく 力を育てる 。  

  ○ 児童個々の特性や心情と 学級集団の実態、 教師の指導をどのよ う にと ら えている か把握

する こ と ができ る 客観的資料と し て『 アセス 』 を活用する 。 教職員の日常の取組と 『 アセ

ス 』 の結果を重ね合わせて取組を行う 。  

  ○ 児童の連帯感や存在感を高める ために、 縦割り 班活動と 学校行事の連携を図る 。  

  ○ 校長によ る 「 命の大切さ 」 や「 いじ めに関する 講話」 を全校集会等で実施する 。  

  〇 学校評価の項目に位置付け、 達成目標を設定する と と も に、 適切に評価し 、 取組の改善

を図る 。  

 

② いじ めの早期発見 

  ○ 日頃から 些細な兆候を見逃さ ず、 早い段階から 的確な関わり を持つなど、 いじ めを積極

的に認知する 姿勢を持って、 児童の実態把握に努める 。  

  ○ いじ めの疑いがあ る 場合やいじ めを 認知し た 場合には、 いじ め対策委員会に報告   

を行う 。  

  ○ 「 いじ めアンケート 」 調査を毎月行う 。  
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 ③ いじ めの早期対応 

  ○ 「 生徒指導・ いじ め対策委員会」 を定例化（ 毎月第１ 火曜日） し 、 早期対応にあたる 。  

  ○ 学校だけでは対応が困難な事案に対し ては、 関係機関と の連携を図る 。  

  〇 教職員がいじ めの情報を学校内で情報共有し ないこ と は、 法の規定に違反し 得る こ と を

自覚し 、 早期対応を的確に行う 。  

  〇 いじ めは、 単に謝罪をも って安易に解消と はせずに、 少なく と も 次の 2 つの要件が満た

さ れている こ と を適切に見定め、 判断する こ と 。  

   （ １ ） いじ めに係る 行為が止んでいる こ と （ 少なく と も 3 か月を目安と する ）  

   （ ２ ） 被害児童が心身の苦痛を感じ ていないこ と  

 

 ④ 児童理解と 教育相談体制の整備 

  ○ 性的少数者、 特にき め細やかな対応が必要な児童については、 当該児童の特性を踏ま え

た適切な支援を行う 。  

  ○ ス ク ールカウ ンセラ ー、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーを積極的に活用する 。  

   

 ⑤ 職員研修の充実 

  ○ 学校基本方針の共通理解をはじ め、いじ め防止等の対策に関する 校内研修会を実施する 。 

   

 ⑥ 保護者・ 地域等への働き かけ 

  ○ 基本方針の具体的内容については学校ホームページに掲載する と と も に、 学校だよ り や

Ｐ Ｔ Ａ 諸会議等で周知を図る 。 ま た、 入学時・ 各学年の開始時に児童、 保護者、 関係機関

等に説明する 。  

  ○ いじ めに特化し た リ ーフ レ ッ ト の家庭への配布や相談窓口の紹介カ ード の配布な   

どの支援を継続し 、 啓発運動を推進する 。（ イ ンタ ーネッ ト 、 携帯電話等の利用について） 

  ○ 福岡県Ｐ Ｔ Ａ 連合会によ る 「 いじ め撲滅月間」 における 取組を推進する 。  
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３  重大事態への対処 

 

 （ 学校の設置者又はその設置する 学校によ る 対処）  

  第二十八条 学校の設置者又はその設置する 学校は、 次に掲げる 場合には、 その事態 

       （ 以下「 重大事態」 と いう 。） に対処し 、 及び当該重大事態と 同種の事態 

       の発生の防止に資する ため、 速やかに、 当該学校の設置者又はその設置す 

       る 学校の下に組織を設け、 質問票の使用その他の適切な方法によ り 当該重 

       大事態に係る 事実関係を明確にする ための調査を行う も のと する 。  

  一 いじ めによ り 当該学校に在籍する 児童等の生命、 心身又は財産に重大な被害が生 

   じ た疑いがある と 認める と き 。  

  二 いじ めによ り 当該学校に在籍する 児童等が相当の期間学校を欠席する こ と を余儀 

   なく さ れている 疑いがある と 認める と き 。  

  ○ 「 生命、 心身又は財産に重大な被害」 については、 いじ めを受ける 児童の状況に着目し

て判断する 。  

   （ 例）  ・ 児童が自殺を企図し た場合 

       ・ 身体に重大な障害を負った場合 

       ・ 金品等に重大な被害を被った場合 

       ・ 精神性の疾患を発症し た場合 

  ○ 「 相当な期間」 については、 不登校の定義を踏ま え、 年間３ ０ 日を目安と する 。ただし 、

児童が一定期間、 連続し て欠席し ている よ う な場合には、 上記目安にかかわら ず、 学校の

設置者又は学校の判断によ り 、 迅速に調査に着手する 。  

 

  ○ 児童や保護者から 、 いじ めら れて 重大事態に至っ た と いう 申し 立て があ っ た と き    

は、 その時点で学校が「 いじ めの結果ではない」 ある いは「 重大事態と はいえない」 と 考

えたと し ても 、重大事態が発生し たも のと し て、報告・ 調査等にあたら なければなら ない。  

 

（ １ ） 学校の設置者又は学校によ る 調査 

  

 ① 重大事態の発生と 調査 

 

  ○ 重大事態が発生し た場合、 直ちに直方市教育委員会に事態発生について報告する 。  

 

  ○ 直方市教育委員会の判断に基づき 、 調査主体と なった場合、 事態への対処及び再発防止

のための調査を行う 。 該当重大事態の因果関係の特定を急がず、 客観的な事実関係を明確

にする よ う に努める 。  

 

  ○ いじ めら れた児童又は保護者が臨む場合には第２ ８ 条第１ 項の調査に並行し て直方市に

よ る 調査が実施さ れる 場合、 調査対象と なる 児童への心理的な負担を考慮し 、 重複し た調

査になら ないよ う 、並行し て行われる 調査主体と 密接に連携し て適切に役割分担等を行い、

実施する 。  

 

  ○ 調査主体と なら なかった場合、 資料を提供する など積極的に調査に協力する 。  
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 ② 調査を行う ための組織 

 

  ○ その事案が重大事態であ る と 判断し た 場合は、 当該重大事態に係る 調査を 行う た   

め、 速やかに校長はその調査のための組織を編成する 。  

  ○ 調査の際、 学校が調査主体と なる 場合、 調査を行う ための組織は、「 いじ め対策委員会」

を母体と し て、 当該重大事態の性質に応じ て適切な専門家を加え組織する 。  

 

   ア いじ めら れた児童から の聴き 取り が可能な場合 

 

    いじ めら れた 児童から の聴き 取り が可能な 場合、 いじ めら れた 児童から 十分に聴   

き 取る と と も に、 在籍児童や教職員に対する 質問票や聴き 取り 調査を 行う 。 こ の際、    

調査は、 いじ めら れた 児童や情報を 提供し て く れた 児童を 守る こ と を 最優先と し た   

も のと する 。  

 

   イ  いじ めら れた児童から 聴き 取り が不可能な場合 

 

    入院や死亡など、 いじ めら れた児童から の聴き 取り が不可能な場合は、 当該児童の保護

者の要望・ 意見を十分に聴取し 、 迅速に当該保護者と 今後の調査について協議し 、 調査に

着手する 。  

 

 

 

（ ２ ） 調査結果の提供及び報告 

 

 ① いじ めを受けた児童及びその保護者に対する 情報を適切に提供する 責任 

 

     直方市又は学校は、 いじ めを受けた児童や保護者に対し て、 事実関係等その他の必要な情

報を提供する 責任を有する こ と を踏ま え、 調査によ って明ら かになった事実関係（ いじ め行

為がいつ、 誰から 行われ、 どのよ う な様態であったか、 学校がど のよ う に対応し たか） につ

いて説明する 。 こ の情報の提供にあたっては、 適時・ 適切な方法で、 経過報告を行う 。  

   質問紙調査の実施によ り 得ら れたアンケート については、 いじ めら れた児童又はその保護

者に提供する 場合がある こ と をあら かじ め念頭に置き 、 調査に先立ち、 その旨を調査対象と

なる 在校生やその保護者に説明する 等の措置を行う 。  

 

 ② 調査結果の報告 

 

   調査結果については、 直方市の市長及び福岡県教育委員会に報告し なければなら ない。  

  説明の結果を踏ま えて、 いじ めを受けた児童又はその保護者が希望する 場合には、 いじ めを

受けた児童又はその保護者の所見をま と めた文書の提供を受け、 調査結果の報告に添えて直

方市の市長等に報告する 。  
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４  年間取組計画  

 

 

月 

 

 

いじ め対策委員会 

 

未然防止 

※道徳・ 特活は年間指導計画に 

早期発見 

明記し て実施 職員研修（ 会議）   

３  

 

・ 前年度学校基本方針見

直し  

 

 

  

 

 

 

 

４  

 

 

・ 今年度学校基本方針の

検討 

（ 学校ＨＰ 、 Ｐ Ｔ Ａ総会

等で保護者等に周知）  

・ 「 いじ めアンケート 」

①の分析 

・ 全校集会 

（ 校長講話）  

・ 今年度学校基本

方針の決定 

・ 基本方針の周知 

徹底 

・ 職員会議におけ

る 情報交換 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ① 

※アンケート は 

毎月実施する 。  

・ 学級懇談会 

 

５  

 

・ 「 いじ めアンケート 」

②の分析 

 

・ 縦割り 班活動 

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

・ 生徒指導研修会 

（ 児童の実態よ り  

 情報の共有化）  

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ② 

・ 家庭訪問 

 

６  

 

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

③の分析 

 

 

 

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

・ 保護者に「 チェ ッ ク

リ スト 」 を配布 

・ 人権学習の実施 

・ 職員会議におけ

る 情報交換 

 

 

 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ③ 

 

 

 

 

 

７  

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

④の分析 

 

 

 

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

・ 全校集会 

（ 校長講話）  

 

 

・ １ 学期の総括 

（ 検証と 改善策）  

・ 職員会議における

情報交換と 学校自

己評価の分析 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ④ 

・ 教育相談週間 

・ 個人懇談会 

８   

 

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

 

・ 「 アセス 」 の研

修 

 

 

 

 

 

９  

 

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑤の分析 

 

 

 

 

 

・ 全校集会 

（ 校長講話）  

・ 縦割り 班活動 

・ 「 アセス 」 によ る 調査

① 

・ 人権学習の実施（ 授

業参観）  

・ 「 アセス 」 によ

る 調査の分析と

研修（ いじ め防

止の研修含む）  

 

 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑤ 

 

 

 

 

 

1 0  

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑥の分析 

 無記名ア ン ケ ート  

 保護者ア ン ケ ート  

・ 縦割り 班活動 

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

 

・ 職員会議におけ

る 情報交換 

 

 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑥ 

 

 

 

1 1  

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑦の分析 

 

 

・ 縦割り 班活動 

・ 保護者に「 チェ ッ ク

リ スト 」 を配布 

・ 職員会議におけ

る 情報交換 

 

 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑦ 

・ 教育相談週間 

・ 学級懇談会 
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月 

 

 

いじ め対策委員会 

 

未然防止 

※道徳・ 特活は年間指導計画に 

早期発見 

明記し て実施 職員研修（ 会議）   

 

1 2  

 

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑧の分析 

 

 

 

・ 全校集会 

（ 校長講話）  

 

 

 

・ ２ 学期の総括 

（ 検証と 改善策）  

・ 職員会議におけ

る 情報交換と 学

校自己評価の分

析 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑧ 

 

 

 

 

１  

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑨の分析 

 

 

・ 全校集会 

（ 校長講話）  

 

・ 職員会議におけ

る 情報交換 

 

 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑨ 

 

 

 

２  

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑩の分析 

 

 

 

・ 縦割り 班活動 

・ 「 アセス 」 によ る 調査

② 

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

・ 人権学習の実施 

・ 縦割り 班活動 

・ 「 アセス 」 によ

る 調査の分析と

研修（ いじ め防

止の研修含む）  

 

 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑩ 

・ 教育相談週間 

 

 

 

３  

 

 

・ 「 いじ めアンケート 」

⑪の分析 

・ 令和３ 年度学校基本方

針の検討 

・ 全校集会 

（ 校長講話）  

・ スク ールカウ ンセラ

ーと 連携 

 

・ 年度の総括 

（ 学校自己評価によ

る 検証と 改善策）  

・ 来年度の方針決

定 

・ 「 いじ めアン

ケート 」 ⑪ 
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５  いじ め対応マニュ アル 

いじめ対応マニュアル
直方市立直方南小学校

情報を得た教職員

日常の観察・アンケート・教育相談・生徒の相談や情報

教頭・担任

生徒指導担当

校内いじめ対策委員会

報告・共通理解

調査方針・分担決定

調 査
事案の状況によりメンバーを決定

報告・事実関係の把握

指導方針の決定、指導体制の編成

対 応
事案の状況によりメンバーを決定

いじめ解消に向けた指導

継続指導・経過観察

保 護 者

校 長招集
指導

重大事態

・直方市教育委員会
・直方市いじめ問題対
策連絡協議会

福岡県教育委員会
・学校支援チーム
・教育相談窓口

報
告

支
援

報
告

支
援

再発防止・未然防止活動

学校だけでは解決
が困難な事例

・直方警察署
・サポートセンター

関係機関

・田川児童相談所
・要保護連絡協議会
・地域連絡協議会

連絡
相談
支援

連絡

事実
確認

情報
収集

発見

方針
決定

対応

経過
観察

早
期
発
見

早
期
対
応

いじめ発覚
時の手順

関係機関
との連携


